
　東日本大震災による未曽有の被害を受けたもの
の、日本経済は復調の兆しを見せ始めている。一方
で、円高や欧州の財政不安が企業の海外展開の足か
せになりかねない状況だ。ただ京都の企業は独自の
強みやノウハウを生かし、顧客ニーズに合致した高
付加価値の技術や製品の開発を強化し、競争を勝ち
抜こうとしている。そこで京都のモノづくりをけん
引する各産業界の社長に、今後の展望を聞いた。

メカトロニクス京都２０１２
未来展望経営者３氏に聞く モノづくりの都ＫＹＯＴＯからの復活

石田隆英社長イシダ

片岡宏二社長片岡製作所

中村道一社長ＮＫＥ

医
療
分
野
を
第
２
の
柱
に

内
需
も
し
っ
か
り
耕
す

期
待
超
え
る
価
値
を
提
供

　　
　　

　
―
主
力
と
す
る
レ
ー
ザ
ー
微

細
加
工
装
置
の
需
要
動
向
は
い

か
が
で
す
か
。

　
「
主
要
な
ユ
ー
ザ
ー
で
あ
る

電
機
・
電
子
業
界
向
け
が
テ
レ

ビ
生
産
の
不
振
な
ど
か
ら
、
全

般
に
厳
し
い
。
太
陽
光
発
電
向

け
も
、
主
な
市
場
の
欧
州
で
財

政
不
安
や
補
助
金
削
減
で
需
要

が
減
少
し
て
い
る
。
ラ
イ
バ
ル

に
は
海
外
メ
ー
カ
ー
が
多
い
の

で
、
ユ
ー
ロ
安
や
ウ
ォ
ン
安
、

不
利
な
関
税
に
よ
り
競
争
が
厳

し
く
な
っ
て
い
る
」

　
―
先
行
き
は
。

　
「
１
―
２
年
は
辛
抱
の
し
ど

こ
ろ
だ
が
、
長
期
的
に
は
必
ず

回
復
す
る
。
実
際
に
、
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン

高
機
能
携
帯
電

話

や
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

携

帯
型
情
報
端
末

、
車
載
用
電

子
機
器
の
開
発
で
は
、
レ
ー
ザ

ー
に
よ
る
テ
ス

ト
加
工
の
予
約

が
２
カ
月
先
ま

で
埋
ま
っ
て
い

る
。
従
来
の
機

械
切
削
な
ど
で

は
微
細
加
工
の

限
界
に
突
き
当

た
り
、
レ
ー
ザ

ー
へ
の
転
換
を

図
る
顧
客
が
増

え
て
い
る
」

　
―
太
陽
光
発
電
向
け
も
活
性

化
す
る
で
し
ょ
う
か
。

　
「
日
本
で
は
７
月
か
ら
太
陽

光
発
電
の
電
力
買
い
取
り
価
格

の
優
遇
制
度
が
始
ま
る
。
中
国

で
も
電
力
不
足
か
ら
太
陽
光
発

電
の
潜
在
需
要
は
大
き
い
。
今

後
、
世
界
規
模
で
メ
ガ
ソ
ー
ラ

ー

大
規
模
太

陽
光
発
電

の

設
置
が
増
え
る

と
、
太
陽
光
パ

ネ
ル
の
増
産
が

必
要
と
な
り
、
レ
ー
ザ
ー
加
工

装
置
の
ニ
ー
ズ
も
高
ま
る
と
予

想
し
て
い
る
」

　
―
そ
の
ほ
か
の
事
業
で
力
を

入
れ
て
い
る
の
は
。

　
「
欧
州
で
も
、
日
本
よ
り
後

れ
て
い
た
二
次
電
池
の
生
産
が

本
格
的
に
始
ま
り
そ
う
。
当
社

は
二
次
電
池
用
充
放
電
検
査
装

置
で
も
、
業
界
ト
ッ
プ
ク
ラ

ス
。
欧
州
の
二
次
電
池
メ
ー
カ

ー
も
当
社
の
技
術
に
関
心
を
寄

せ
始
め
、
商
談
が
活
発
に
な
っ

て
き
た
」

　
―
電
力
不
足
や
、
世
界
的
な

景
気
変
動
リ
ス
ク
へ
の
取
り
組

み
は
。

　
「
夏
場
の
生
産
を
一
部
、
秋

に
シ
フ
ト
す
る
。
４
年
前
か
ら

は
台
湾
、
中
国
、
韓
国
、
イ
タ

リ
ア
と
、
相
次
ぎ
販
売
拠
点
も

整
備
し
て
き
た
。
ど
こ
か
の
地

域
の
景
気
が
悪
化
し
て
も
、
ほ

か
で
カ
バ
ー
で
き
る
グ
ロ
ー
バ

ル
な
事
業
体
制
を
整
え
た
い
」

　
―
日
本
市
場
に
つ
い
て
は
い

か
が
で
す
か
。

　
「
為
替
の
影
響
を
受
け
ず
に

す
む
の
は
国
内
需
要
だ
。
こ
の

よ
う
な
時
こ
そ
、
内
需
も
し
っ

か
り
掘
り
起
こ
す
。
新
た
に
研

究
・
開
発
部
門
の
要
員
も
加
え

た
販
売
促
進
チ
ー
ム
を
２
月
に

立
ち
上
げ
た
。
研
究
・
開
発
要

員
も
顧
客
先
で
説
明
し
、
技
術

的
な
ニ
ー
ズ
の
的
確
な
吸
い
上

げ
を
狙
っ
て
い
る
」

　　
　　

　
―
主
力
の
フ
ァ
ク
ト
リ
ー
・

オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン

Ｆ
Ａ

機
器
で
は
、
ど
の
よ
う
な
ニ
ー

ズ
の
変
化
が
起
き
て
い
ま
す

か
。

　
「
多
品
種
少
量
生
産
を
す
る

顧
客
か
ら
は
、
こ
れ
ま
で
セ
ル

生
産
方
式
を
築
く
要
望
が
中
心

だ
っ
た
。
し
か
し
、
多
品
種
少

量
生
産
に
も
全
自
動
化
の
ニ
ー

ズ
が
高
ま
っ
て
い
る
。
そ
こ
で

当
社
が
長
年
培
っ
て
き
た
ノ
ウ

ハ
ウ
を
生
か
し
、
多
様
な
標
準

機
器
を
組
み
合
わ
せ
ニ
ー
ズ
に

合
わ
せ
る
自
動
化
の
エ
ン
ジ
ニ

ア
リ
ン
グ
技
術
を
提
案
し
た

い
。
シ
ス
テ
ム
の
設
計
か
ら
導

入
後
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
ま
で
、

総
合
的
に
手
が
け
る
」

　
―
製
造
業
は
グ
ロ
ー
バ
ル
な

経
済
情
勢
の
影
響
を
大
き
く
受

け
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
リ
ス

ク
へ
の
備
え
に
つ
い
て
聞
か
せ

て
下
さ
い
。

　
「
当
社
も
２
０
１
２
年
中
に

初
の
海
外
拠
点
と
な
る
中
国
工

場
を
開
設
す
る
準
備
を
進
め
て

い
る
。
中
国
で
も
国
内
と
同
様

に
低
コ
ス
ト
で
迅
速
な
供
給
体

制
を
整
え
る
。
確
か
に
、
欧
州

の
財
政
不
安
に
よ
る
世
界
経
済

へ
の
影
響
は
、
中
国
に
も
部
分

的
に
現
れ
て
い
る
。
だ
が
、
期

待
を
超
え
る
レ
ベ
ル
の
価
値
を

国
内
外
で
常
に
顧
客
へ
も
た
ら

す
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
強
固
な

ビ
ジ
ネ
ス
を
展
開
で
き
る
と
考

え
て
い
る
」

　
―
関
西
圏
で
懸
念
さ
れ
る
電

力
不
足
へ
の
対
策
は
。

　
「
当
社
は
組
み
立
て
が
中
心

で
、
大
き
な
影
響
は
な
い
と
み

て
い
る
。
あ
る
と
す
れ
ば
、
機

械
加
工
な
ど
で
大
き
な
電
力
を

消
費
す
る
外
注
部
品
の
生
産

だ
。
そ
こ
で
停
電
な
ど
不
測
の

事
態
に
備
え
、
外
注
先
で
の
影

響
の
有
無
を
事

前
に
調
べ
る
。

生
産
に
大
き
な

支
障
が
予
想
さ

れ
る
部
品
に
つ

い
て
は
、
事
前

に
在
庫
を
確
保

し
て
リ
ス
ク
を

最
小
化
す
る
。

不
確
定
な
要
素

を
ど
れ
だ
け
想

定
で
き
る
か
に

か
か
っ
て
い
る
」

　
―

年
の
見
通
し
は
。

　
「
東
日
本
大
震
災
の
復
興
事

業
が
本
格
化
す
る
。
ハ
イ
ブ
リ

ッ
ド
車
や
太
陽
光
発
電
の
需
要

も
伸
び
、
よ
い
方
向
に
向
か
う

の
で
は
な
い
か
」

　
―
Ｆ
Ａ
機
器
の
技
術
動
向
に

大
き
な
変
化
は

予
想
さ
れ
ま
す

か
。

　
「
電
力
消
費

が
大
き
な
圧
縮

エ
ア
方
式
の
駆
動
か
ら
、
電
動

方
式
へ
の
シ
フ
ト
が
進
む
。
し

か
し
、
エ
ア
に
は
小
型
で
大
き

な
力
を
出
せ
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ

る
。
そ
こ
で
当
社
は
、
エ
ア
方

式
の
パ
ー
ツ
ハ
ン
ド
リ
ン
グ
機

器
を
最
適
に
電
子
制
御
し
て
、

電
力
消
費
を
３
分
の
１
に
減
ら

す
省
エ
ネ
機
器
を
開
発
す
る
。

こ
れ
ら
の
機
器
で
エ
ア
方
式
の

競
争
力
を
高
め
、

年
度
も
業

績
を
伸
ば
し
た
い
」

　　
　　

　
―
海
外
事
業
が
順
調
で
す
。

　
「
２
０
１
２
年
３
月
期
の
売

り
上
げ
は
米
国
や
欧
州
で
過
去

最
高
を
達
成
す
る
な
ど
海
外
が

大
き
く
け
ん
引
し
、
グ
ル
ー
プ

全
体
で
前
期
比

数
％
の
伸
び

と
な
っ
た
。
今
の
ペ
ー
ス
な

ら
、

年
３
月
末
に
海
外
売
上

比
率

％
と
い

う
目
標
を
前
倒

し
で
達
成
で
き

そ
う
だ
」

　
―
計
量
包
装

機
器
に
関
連
す

る
業
界
の
動
向

は
。
　

　
「
海
外
は
Ｂ

Ｒ
Ｉ
Ｃ
ｓ

ブ

ラ
ジ
ル
・
ロ
シ

ア
・
イ
ン
ド
・

中
国

地
域
を
中
心
に
食
品
の

消
費
量
が
増
加
し
て
い
る
。
政

府
の
食
料
自
給
率
向
上
策
が
追

い
風
と
な
り
、
特
に
ロ
シ
ア
の

伸
び
が
著
し
い
。
顧
客
対
応
の

た
め

年
５
月
に
現
地
に
欧
州

の
子
会
社
を
通
じ
て
駐
在
員
事

務
所
を
開
設
し
た
。
日
本
の
食

品
関
連
企
業
は
生
き
残
り
を
か

け
て
海
外
に
進
出
し
て
お
り
、

日
本
を
通
さ
ず
現
地
で
売
り
上

げ
が
立
つ
な
ど
国
境
を
超
え
た

取
引
が
多
く
な
っ
て
い
る
」

　
―
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
ベ
ト
ナ

ム
の
駐
在
員
事
務
所
は
、
相
次

い
で
現
地
法
人
に
格
上
げ
し
ま

し
た
。

　
「
注
力
す
る

Ｖ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
Ａ

ベ
ト
ナ
ム
・

イ
ン
ド
ネ
シ
ア

・
南
ア
フ
リ
カ
・
ト
ル
コ
・
ア

ル
ゼ
ン
チ
ン

地
域
で
順
番
に

直
接
販
売
体
制
を
整
え
て
き

た
。
ト
ル
コ
も
売
り
上
げ
が
伸

び
て
お
り
、
直
販
を
考
え
る
時

期
に
来
て
い
る
。
ア
ル
ゼ
ン
チ

ン
も
、
ブ
ラ
ジ
ル
を
拠
点
と
し

た
南
米
施
策
と
し
て
検
討
に
入

っ
た
」

　
―
グ
ロ
ー
バ
ル
で
の
生
産
強

化
策
は
。

　
「
イ
ン
ド
で
ノ
ッ
ク
ダ
ウ
ン

生
産
を
始
め
た
。
内
製
化
率
を

ど
れ
だ
け
上
げ
ら
れ
る
か
試
行

錯
誤
し
な
が
ら
生
産
の
ス
キ
ル

を
上
げ
、
調
達
の
可
能
性
を
探

る
。
物
流
面
も
考
え
な
が
ら
、

生
産
拠
点
を
決
め
て
い
る
。
１

カ
所
に
生
産
を
集
約
し
て
メ
リ

ッ
ト
を
狙
う
製
品
も
あ
る
が
、

産
業
機
械
は
サ
イ
ズ
が
大
き

く
、
顧
客
の
声
も
聞
き
な
が
ら

現
地
生
産
を
進
め
る
」

　
―
ほ
か
の
注
力
分
野
は
。

　
「
医
療
分
野
を
食
品
と
並
ぶ

第
２
の
柱
に
し
た
い
。
取
引
は

増
え
て
い
る
が
、
規
制
な
ど
が

あ
り
参
入
障
壁
が
高
く
、
今
ひ

と
つ
入
り
切
れ
て
い
な
い
。
製

品
を
ど
こ
で
生
か
せ
る
の
か
探

る
た
め
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
始

め
た
。
Ｍ
＆
Ａ

合
併
・
買

収

も
視
野
に
入
れ
、
パ
ー
ト

ナ
ー
を
探
し
て
い
る
。
関
連
の

展
示
会
に
も
出
展
し
て
い
く
」

　
―
懸
念
さ
れ
る
電
力
不
足
へ

の
対
応
は
。

　
「
昨
年
の
夏
と
同
様
に
工
場

の
休
日
を
土
曜
日
と
日
曜
日
か

ら
日
曜
日
と
月
曜
日
に
変
更
す

る
。
製
品
は
す
べ
て
環
境
対
応

と
し
て
お
り
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ー
ス
ケ
ー
ル
の
場
合
で
２
０
０

０
年
に
比
べ
て
６
割
強
、

年

比
で
２
割
弱
使
用
電
力
を
削
減

し
た
」

　　 ２０１２年 平成２４年 ６月２８日 木曜日 【広告特集】 （ ）


